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Ⅰ．緒言

少子化はわが国の重要課題である．近年の少子化対

策として，子育てしやすい社会の実現に向けた法改正

や国家的プロジェクトが整備されてきている．例え

ば，育児・介護休業法は２００９年の法改正によりパパ・

ママ育休プラス制度や短時間勤務制度が導入され

た１）．さらに２０１０年には，「育てる男が，家族を変え

る．社会を動かす．」というキャッチコピーのもと，

厚生労働省のイクメンプロジェクト２）が発足した．こ

のように，社会全体で母親，さらには父親がより積極

的に育児をすることができるような取り組みが徐々に

進展している．

イクメン，すなわち，子育てを楽しみ，自分自身も

成長する父親が脚光を浴びる中，６歳未満の子どもが

いる父親の週平均の育児時間が一日３９分３）である一方

で，仕事時間は一日９時間にも及んでおり３），父親の

の育児への関わりが増えているとはいい難い現状が推

察される．さらに，約半数を超える父親がもっと家事

や育児をしたいと願う報告４）もあり，仕事と育児にお

ける理想と現実のギャップが垣間見える．父親が育児

をする理由には，子どものしつけや教育，自身の楽し

みや成長のため，妻との分担が挙げられる５）．子ども

や妻のための育児に加え，父親自身も育児を楽しみ，

育児経験が仕事の活力や自己の成長につながるものと

認識していることは，「仕事は男性，家事育児は女

性」という役割観やライフスタイルから脱却し，父親

にとって価値ある育児を再考する重要な節目の時期に

あることを表していると考えられる．

育児研究においては，子どもの成長・発達のための

「子どものための育児」の視点に加え，子育てが他か

らでは得られない多くの学びや価値をもたらすことに

着目した「親のための育児」の視点に重要性が増して

いる．しかし，父親の育児に関する研究の多くは，父

親の子育てが母親の育児や子どもへの否定的感情の軽

減や子どもの成長発達に与える影響についてであ

り６），男性が父親となる心理的変化や父性意識の形

成，役割の獲得といった父親自身の発達に焦点をあて

た研究は未だ少ないといえる．父親の親としての発達

に関する研究結果を整理し，課題を検討することは，

男性が妊娠・出産を機に父親になり，育児を通して親

として発達していくことへの支援のあり方を検討する

一助になると考える．

そこで，本研究では妊娠期から乳幼児期に焦点を当

てて，父親の親としての発達に関する研究動向と今後

の課題を検討する．

Ⅱ．用語の定義

父親の親としての発達：先行研究７）を参考に，妊

娠・出産や育児を通して，父親が親としての意識や役

割を獲得していく過程および変化とする．

Ⅲ．研究目的

本研究の目的は，父親の親としての発達に関する研

究結果を整理し，動向と今後の研究上・実践上の課題

を明らかにすることである．

Ⅳ．研究方法

１．対象文献の選定

１９９０年～２０１２年１１月までに発表された文献を対象

に，医学中央雑誌Web版 ver．５（以下，医中誌とす
る）と国立情報学研究所論文情報ナビゲーター（以下，

CiNiiとする）を用いて検索した．検索キーワードは
「父親＆育児」と「発達」「役割」「体験」とし，３通

りの組み合わせにより検索を行った．検索結果は，

「父親＆育児＆発達」では医中誌１４６件・CiNii５７件，
「父親＆育児＆役割」では医中誌１７５件・CiNii１０５件，
「父親＆育児＆体験」では医中誌５５件・CiNii１３件で
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あった．これらの検索した文献から，①研究対象者に

は，妊娠期の妻を持つ夫や乳幼児期の父親が含まれて

いること，②父親の親としての発達に関する内容が記

載されている論文を選択した．なお，疾病や障がいを

持つ子ども，早産児や低体重児の親を対象とした論文

や研究テーマが虐待や母乳育児，子ども自身の発達・

泣き声に関する論文，紀要・抄録集・総説は除外し

た．最終的に，上記基準を満たす２２文献が分析対象と

なった．

２．分析方法

対象とした２２文献について，年代別，研究テーマ・

目的別に分類し，父親の親としての発達に関する研究

動向と今後の研究上・実践上の課題について概観した．

Ⅴ．結果

１．研究の概要（表１）

１）年代と研究テーマ・目的

年代別にみると，１９９０年代では２件の論文，

が，２０００年代では１２件の論文が公表されていた．ま

た，２０１０年代では，この３年間で８件の論文が公表さ

れていた．さらに，研究テーマ・目的を年代別に分類

すると，１９９０年代は親としての発達やその影響要因に

関する論文であり，２０００年代以降も主要な研究テーマ

であった．２０００年代では，親の意識や役割獲得に関す

る論文もみられ，２０１０年代では父親になる意識や体

験，育児支援プログラムについて報告されている．

２）研究対象者

対象者別にみると，夫婦や両親を対象にした論文は

１１件，夫や父親のみを対象とした論文は１１件であっ

た．夫や父親のみを対象にした論文について，年代別

にみると，２０００年代では６件であり，その大部分は

２００５年以降の論文である．また，２０１０年代以降では，

両親を対象とした論文の２倍近くを占め，妊娠や育児

を通した父親自身の親としての発達にも着目されてき

たことを表していた．

２．父親の親としての発達に関する研究の動向と内容

分析の結果，父親になる「意識」や「役割行動」，「体

験」，親になることによる「発達」や「自己概念の変

化」というプロセスに焦点をあてた研究，父親の発達

に関する「影響要因」を検討した研究，父親の発達を

促す「支援」に焦点をあてた介入研究に分類できた．

これらの分類をもとに，「父親になるという体験」，

「父親になることによる変化」，「父親の発達に関する

影響要因」，「父親の発達を促す支援」という４つの視

点から，研究動向について述べる．

１）父親になるという体験

父親や父親役割への意識８）～１０），父親の役割行

動１１）１２），意識や行動を含めた父親になる体験１３）につい

ての報告がみられ，木越ら１１）と保田ら１３）の論文を除く

４件が横断的研究デザインであり，質的研究方法９）～１３）

が用いられていた．

初めて父親になる夫は，妻の妊娠に対して喜びや不

安を感じ８）９），父親という意識が生まれていた．この

ような「父親としての気持ちの出発」は父親が役割行

動を獲得していくプロセスの第１段階であることが報

告されている１１）．子どもの誕生に伴う父親役割行動の

調整には「育児」「家事」「妻の精神的支援」における

調整過程や，仕事時間を調整し早く帰宅するなどの

「生活習慣の修正」における調整過程があり，これら

が同時に行われていることが明らかにされていた１２）．

その中でも，妊娠中から妻と「良好な夫婦関係を保つ

ように努力する」ことは，「妻の妊娠の受容」ととも

に，夫が父親となる体験が発展的に展開される要に

なっていた１３）．父親の育児に対する役割意識を調査し

た川上らの研究１０）では，「子どもをもつことへの期

待」「子どもとの関わりが増える」「生活を子ども中心

に考える」「子どもを理解し心が通じる」「子どもの人

数が増える」「家族は自分が守るという思い」「自身の

変化を肯定的にとらえる」ことが父親の役割意識を高

めることにつながると報告されていた．

２）父親になることによる変化

親になることによる変化１４）～２０）や自己概念の変化２１）に

ついての研究，尺度開発に関する研究２２）２３）がみられ

た．親になることによる変化については，親意識の変

化１４）１５），態度・行動の変化１６）１７），意識や態度・行動両面

を含む精神面・行動面の変化１８）１９）や感情を伴う人格的

特性といった親になってからの変化２０）に着目した報告

がされていた．研究デザインは横断的研究１５）～２０）２２）２３）が

大部分を占め，縦断的研究を行ったのは佐々木１４）裕と

小野寺２１）の論文２件であった．研究方法には量的研究

が多く用いられていた．

妻が妊娠後期にある夫の親としての態度・行動の変

化を明らかにした神崎１６）の研究では，親としての変化

が「人格的成熟」，「親としての間接的態度・行動」，

「胎児への関わり」，「親であることの自覚」，「ストレ

ス反応」，「親としての直接的態度・行動」であること

を明らかにした．柏木ら１７）は，親になる前と親になっ

た後を比べた人格的・社会的な行動や態度の変化を報

告している．親となることによる変化は「柔軟性」，

「自己抑制」，人知を超えたものの存在や運命を受け

入れる「運命・信仰・伝統の受容」，「視野の広がり」，

物事に柔軟にねばり強く対処する「自己の強さ」，「生

き甲斐・存在感」など多岐にわたり，親になる前と比

較すると，「運命・信仰・伝統の受容」や「生き甲斐・

存在感」，「自己抑制」での変化が大きいことを明らか

にした．また，柏木ら１７）のように，親になる前と後と
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０１
０

２８
）
父
親
と
母
親
の
親
役
割
達
成
感
の
違
い
を
検
討
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
親
役
割
達
成
感
と
心
理
的
な
発

達
と
の
関
連
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

影
響
要
因

保
育
園
及
び
幼
稚
園
に
子
ど
も
を
預
け
る
両
親
１６
９

組
横
断
的
研
究

量
的
研
究

長
谷
川
ら
，２
０１
０

９
）
妻
の
妊
娠
診
断
か
ら
わ
が
子
が
生
後
１
か
月
ま
で
に
抱
く
，
子
に
対
す
る
父
親
と
い
う
意
識
の

受
容
過
程
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

意
識

生
後
１
か
月
の
時
期
に
あ
る
第
１
子
の
父
親
３
名

横
断
的
研
究

質
的
研
究

森
永
，２
０１
０

２０
）
父
の
親
性
（
親
で
あ
る
こ
と
）
の
因
子
構
造
を
探
索
し
，
母
親
の
育
児
負
担
感
と
の
関
連
を
明
ら

か
に
す
る

発
達
，
影
響
要
因
１
歳
６
か
月
健
診
対
象
児
を
も
つ
両
親
７６
７
組

横
断
的
研
究

量
的
研
究

大
橋
，２
０１
０

２３
）
育
児
期
の
親
を
対
象
と
す
る
育
児
期
の
親
性
尺
度
の
開
発
を
行
い
，
信
頼
性
と
妥
当
性
を
検
討
す

る
発
達
（
尺
度
）

保
育
園
，
幼
稚
園
，
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
通
う

児
の
両
親
８５
９
名

横
断
的
研
究

量
的
研
究

田
中
ら
，２
０１
１

２４
）
父
親
が
「
自
分
は
父
親
に
な
っ
た
」
と
自
覚
し
た
時
期
や
出
来
事
と
，
児
へ
の
愛
着
や
子
育
て

行
動
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る

影
響
要
因

保
育
園
に
通
う
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ
父
親
７０

名
横
断
的
研
究

量
的
研
究

上
山
ら
，２
０１
１

２９
）
父
親
が
育
児
の
世
話
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
系
統
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る

支
援

未
就
学
児
（
０
～
６
歳
児
）
の
父
親
２１
名

介
入
研
究

量
的
研
究

西
尾
ら
，２
０１
２

１５
）
父
親
と
し
て
発
達
し
て
い
く
心
理
的
要
因
と
，父
親
に
な
る
発
達
過
程
に
お
け
る「
自
由
の
制
限
」

が
父
親
発
達
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る

発
達
，
影
響
要
因
保
育
園
・
学
童
保
育
所
・
小
学
校
等
に
通
う
子
ど
も

の
父
親
２３
２
名

横
断
的
研
究

量
的
研
究

保
田
ら
，２
０１
２

１３
）
妊
娠
初
期
か
ら
産
後
１
か
月
に
お
け
る
初
め
て
父
親
に
な
る
夫
の
体
験
を
縦
断
的
に
明
ら
か
に

す
る

体
験

第
１
子
の
出
産
を
予
定
し
て
い
る
妊
娠
初
期
の
妻
の

夫
４
名

縦
断
的
研
究

質
的
研
究

表
１

父
親
の
親
と
し
て
の
発
達
に
関
す
る
研
究
（
１９
９４
～
２０
１２
年
）
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を父親自身が比べて感じた変化を明らかにした研究に

は森下１８）の報告があり，男性が親になり子育てをする

中での精神面と行動面における獲得と喪失を含む変化

という側面から父親の発達について報告した．父親に

なることによる発達は，「家族への愛情」，「責任感や

冷静さ」，「子どもを通しての視野の広がり」，被養育

体験の想起や親としての将来の自分を展望する「過去

と未来への展望」，時間や金銭に関する「自由の喪失」

であり，その中でも特に，子どもの誕生により，父親

は家族への愛情が深まったと感じていた１８）．

親になる意識を出産前後で縦断的に調査した佐々

木１４）の研究では，親になる意識は「制約感」や「人間

的成長・分身感」，「子どもへの不安・心配」や「父親

になる実感・心の準備」，「父親になる喜び」や「父親

になる自信」であり，子どもの誕生後早期に父親にな

る実感や父親になる喜びは高くなり，子どもへの不

安・心配は低下するといった変化がみられた．また，

小野寺２１）は親になることによる自己概念の変化につい

て縦断的に調査し，親になることによる６つの自己概

念のうち，「怒り・イライラ」以外の「活動性」「情緒

不安定」「養護性」「神経質」「未成熟」といった人格

の内面的側面は，親への移行期において比較的安定し

ていることを報告していた．

育児期における親としての父親の特徴や変化をとら

え，育児支援に向けた尺度開発を目的とした研究は，

及川２２）や大橋ら２３）が報告している．及川２２）の親性の発達

尺度は，子どもへの関係や親子関係を表す「次世代因

子」，社会とのつながりを表す「社会環境因子」，生活

の意欲を表す「生き甲斐因子」，家族や夫婦関係を表

す「家族の絆因子」，親との関係を表す「世代間」，抑

うつ感情を表す「抑うつ因子」の６つの下位尺度，３５

項目から構成される．また，大橋ら２３）は，自己への認

識である「親役割の状態」と「親役割以外の状態」，「子

どもへの認識」の３つの下位尺度，３３項目から構成さ

れる育児期の親性尺度を開発した．どちらの尺度も，

信頼性・妥当性が検証されている．

及川２２）と大橋２３）の両尺度とも意識や行動に関する質

問項目を含み，子どもへの愛着や親子関係，親役割，

親役割以外の自己への認識，社会との関係に関する質

問項目があることは共通していた．また，両者を比較

すると，及川２２）の尺度には夫婦や家族，自分の親との

関係に関する質問項目，大橋ら２３）の尺度には子どもの

様子や成長・発達の理解，育児能力に関する質問項目

が設定されていた．

３）父親の発達に関する影響要因

父親になる意識に関して検討した研究１４）２４），父親の

発達に関して検討した研究１８）２５）～２８）がみられた．佐々木

ら１４）２６）を除く５件の論文は横断的研究１８）２４）２５）２７）２８）であ

り，すべては量的研究１４）１８）２５）～２８）であった．

父親になったという自覚と子どもへの愛着，育児参

加の自覚との関連を検討した田中２４）の研究では，父親

になったという自覚がある父親は子どもへの愛着が高

く，育児に参加していると感じていた．佐々木１４）は，

父親になる意識に及ぼす夫婦関係や人格特性，妊娠時

の気持ちや妻へのいたわりの影響を検討した．夫婦関

係が良好であるほど，出産前後の両時期ともに，父親

になる実感や喜びが強く制約感が低いことが明らかに

された１４）．また，子どもが好きでかわいいと感じる親

和性が高い男性は，父親になることを成長の機会とと

らえ，実感をもち父親になる心の準備をしていた１４）．

この他にも，妊娠時の気持ちや妻へのいたわりも父親

になる意識に影響することが報告された１４）．

父親の発達については，育児家事行動１８）２５）～２７）や家庭

内・性役割観１８）２５）２７），子どもへの関わりや夫婦関

係１８）２５），父親としての実感２７）や親役割１８）２８），家庭に対す

る職場の理解１８），結婚生活の変化２６）との関連や影響が

検討されていた．家事育児を積極的に行うことが父親

の親としての発達がもたらされ１８）２５）２７），子どもへの関

わり２６）や父親であることを実感する機会２７）が多い人ほ

ど父親の発達が促されることが報告されていた．

４）父親の発達を促す支援

父親自身の人格発達や親としての自覚を促す支援に

関する研究は，上山ら２９）が報告している．父親が育児

の世話技術を習得するための系統的な教育プログラム

の開発とその実証性の検証を目的とした介入研究で

あった．

プログラムは体験型ロールプレイやディスカッショ

ンを組み入れた計６回の実践的な構成であり，生活習

慣に伴う世話や病気・けがの時の世話，子どもとのコ

ミュニケーションなど父親の育児技術・知識の習得，

親子クッキング・遠足など仲間づくりを中心とした内

容であった．プログラムを受講したことにより，夫婦

間で育児を分担する割合が高まり，育児を自立して行

う割合が高くなり，育児技術の向上へつながったと評

価されていた．

Ⅵ．考察

研究の動向を概観した結果を踏まえ，これまでの父

親の親としての発達に関する研究内容と今後の実践・

研究上の課題を考察する．

１．父親になるということと親としての発達

父親になる体験を明らかにする研究は，父親の役割

意識８）～１０）１３）や役割行動の視点１１）～１３）で研究が行われ，初

期的研究が成されてきたといえる．妻の妊娠により喜

びや不安を抱くことが父親としてのスタートであり，

父親になる上で，妊娠・出産を通した良好な夫婦関係

が基盤になっていることが考えられる．
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父親の親としての発達を明らかにした研究１４）～２１）は，

変化というプロセスに焦点があてられているものの，

その多くは横断的に変化を調査した研究であり，今後

の研究課題である．父親の親としての発達の内容は人

間的成長１４）１６）や自己の生き甲斐１６），父親になる実感１４）や

親としての態度・行動１６），子どもや家族への愛情１８）な

ど多岐にわたり，研究者によって表現が異なるため，

知見として明らかにすることは困難であった．しか

し，これらの先行研究の結果から，父親の発達は妊娠

期からもたらされ，時期により変化するものであると

いうこと，影響要因があるということは明らかにされ

ていると考えられる．父親の発達に影響を及ぼす要因

には，妊娠時の気持ちや父親としての自覚，妻へのい

たわりや夫婦関係，子どもに対する親和性や関わり，

育児家事行動があることは明かにされているといえ

る．

尺度開発２２）２３）や介入による効果評価２４）を目的とした

研究がみられたが，論文数は少なく，着手され始めた

段階といえる．特に，父親の発達を促す支援について

報告された介入研究は１論文であり，研究の緒につい

たばかりであることが指摘できる．尺度研究における

質問項目は，父親の親としての特徴や変化をとらえる

ものであり，父親になることによる発達を明らかにし

た研究における父親の変化の内容ともあわせて検討す

ることが，より有用な尺度開発につながると考えられ

る．今回の文献レビューでは，尺度研究と父親の発達

の内容を明らかにした研究の両者において，親として

の態度・行動を表す役割や子どもへの愛着や親子関

係，自己の成長や生き甲斐，社会との関係は共通する

内容であり，父親の親としての特徴や変化をみる際に

重要な視点であることが考えられる．子どもの誕生に

より，これまでの社会生活を維持しながら日常生活を

送る上では，子ども中心の生活に伴い仕事や生活を調

整していくことが必要とされ，社会的役割は父親の発

達において非常に重要であると考えられる．しかし，

父親の発達やその影響要因の検討では，社会的つなが

りや役割に関する要因は十分に明らかにされるに至っ

てはいない．今後，さらに検討する必要があると考え

る．また，上山ら２４）の介入研究において，父親の支援

プログラムは子どもの世話といった育児技術に特化し

た父親役割獲得の支援に重きがおかれ，父親の社会的

つながりや役割を支える支援について明らかにされて

いるとはいえないと考えられる．

２．今後の研究上・実践上の課題

今後は，父親が親となることによる変化のプロセス

を明らかにする縦断的研究が必要であると考える．ま

た，父親の親としての発達の内容については，統合さ

れた新たな知見を得るために，質的研究のメタアナリ

シスを用いた検討が必要であると考えられる．父親に

なることによる変化やその影響要因，尺度に関する研

究については，社会的関係や役割にも焦点をあて，さ

らなる研究の蓄積が必要であると考える．父親の育児

支援については，近年，制度上の育児支援体制は整備

されつつある１）が，父親の育児休業取得率をみる限り

では，実際に制度を利用できる父親は２．６３％３０）とわず

かであり，仕事や生活上の父親自身の工夫や制度を超

えた職場内での配慮ともいえるサポートが育児をする

父親の社会的生活を支えていると考えられる．仕事と

家庭間で生じる役割葛藤が高くても，自身の発達を実

感できる父親は，家庭に対して職場の理解を得てお

り３１），父親の社会的関係・役割と父親の親としての発

達との関連が示唆されている．今後は，社会生活を維

持しながら人として成熟していくことやそのための父

親への支援が重要な課題であり，今後は，これらに焦

点をあて研究していくことが必要であると考える．ま

た，親になることによる発達は母親においても父親以

上に強く感じており３２），今後の研究では親になる母親

と父親両者の視点が重要であると考えられる．

現在，父親になる男性への支援は，妊婦体験や沐浴

指導，母親への支援について，病院や市町村保健セン

ターで両親教室や父親教室が行われている．出産準備

教室に参加した父親は育児家事実施意欲が高く３３），こ

れらの健康教育が父親になるという意識を形成する一

助になっていると考えられるが，分娩時の母親のサ

ポートや沐浴方法やといった夫・父親役割の獲得に焦

点があてられている印象は否めない．夫婦の親密性や

父親になる意識が高い父親の出産準備教育プログラム

の体験評価は高かったが，父親になる意識のうち「父

親になる自信」と出産準備教育プログラムとの関連は

みられなかったという報告３４）は，このような現状を暗

に示している．今後は，父親になる意識・自信の形成

が目的として明確に位置づけられた，父親になる実感

がもてるような関わりや機会づくりも課題であると考

えられる．妊娠初期のより早い時期から，父親になる

実感をもつことにより，育児技術の準備に加え，父親

になる精神的な準備が整えられていくことが期待でき

る．
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５）斧出 節子．父親の育児に関する意識の諸相��な

ぜ育児をするのか？．華頂短期大学研究紀要．

２００７；５２：１５�３２．
６）牧野孝俊，金泉志保美，伊豆麻子，佐光恵子．父

親の育児に関する研究動向と今後の課題．小児保

健研究．２０１１；７０�：７８０�７８９．
７）大橋幸美，浅野みどり．親性とそれに類似した用

語に関する国内文献の検討－親性の概念明確化に

向けて－．家族看護学研究．２００９；１４�：５７�
６５．

８）佐々木祐子，瓦井祐子，小島幸子，宮崎英美，近

藤まゆみ．妊娠期に対する夫の意識調査－父親と

しての妊娠各期の不安や疑問について－．茨城県

母性衛生学会誌．２００２；２２：１７�２２．
９）長谷川智恵子，岩�和代．父親という意識の受容

過程に関する質的研究－妊娠診断から産後１か月

までの父親意識の変化－．栃木母性衛生．２０１０；

３６：２５�２９．
１０）川上あずさ，牛尾禮子．父親の育児に対する役割

意識に関する要因とその支援方略．小児保健研

究．２００８；６７�：４９６�５０３．
１１）木越郁恵，泊祐子．周産期における夫の父親役割

獲得のプロセス．家族看護研究．２００６；１２�：
３２�３８．

１２）林ひろみ，大月恵理子，森恵美．初めての児の誕

生にともなう父親役割行動の調整過程に関する研

究．日本母性看護学会誌．２００４；４�：３０�３７．
１３）保田ひとみ，畑下博世．妊娠初期から産後１か月

における初めて父親となる夫の体験．家族看護研

究．２０１２；１７�：５２�６３．
１４）佐々木裕子．はじめて親となる男性の父親役割適

応に影響する要因．母性衛生．２００９；５０�：４１３�
４２１．

１５）西尾敏，中津郁子．父親となる発達過程における

「自由の制限」と親役割意識．小児保健研究．

２０１２；１：６７�７３．
１６）神�光子．妊娠後期における夫の親役割への適応

に関する研究（第１報）�親としての態度・行動
変化と親意識，妻との関係性，子どもへの感情お

よび自我状態との関連�．母性衛生．２００５；４５
�：５４０�５５０．

１７）柏木惠子，若松素子．「親となる」ことによる人

格発達：生涯発達的視点から親を研究する試み．

発達心理学研究．１９９４；５�：７２�８３．

１８）森下葉子．父親になることによる発達とそれに関

わる要因．発達心理学研究．２００６；１７�：１８２�
１９２．

１９）及川裕子．親性の獲得過程における変化とその影

響要因の検討．日本ウーマンズヘルス学会誌．

２００５；４：８１�９１．
２０）森永裕美子．父の親性（親であること）と母の育

児負担に関する研究．小児保健研究．２０１０；６９

�：６４５�６５６．
２１）小野寺敦子．親になることによる自己概念の変

化．発達心理学研究．２００３；１４�：１８０�１９０．
２２）及川裕子．親性の発達尺度の作成を試みて．日本

ウーマンズヘルス学会誌．２００５；４：９３�１０２．
２３）大橋幸美，浅野みどり．育児期の親性尺度の開発

－信頼性と妥当性の検討－．日本看護研究学会雑

誌．２０１０；３３�：４５�５３．
２４）田中美樹，布施芳史，高野政子．「父親になっ

た」という父性の自覚に関する研究．母性衛生．

２０１１；５２�：７１�７７．
２５）日隈ふみ子，藤原千恵子，石井京子．親としての

発達に関する研究－１歳半児をもつ父親の育児家

事行動の観点から－．日本助産学会誌．１９９９；１２

�：５６�６３．
２６）佐々木くみ子．親の人格的発達に影響を及ぼす諸

要因－妊娠期から乳児期にかけて－．母性衛生．

２００６；４６�：５８０�５８７．
２７）大浦梨々子，松田かおり，眞鍋えみ子．初産婦の

妻をもつ男性の親としての変化と家事育児行動と

の関連．京都母性衛生学会誌．２００７；１５：３５�４０．
２８）寺薗さおり．子育てによる親役割達成感と親の心

理的な発達との関連性．小児保健研究．２０１０；６９

�：４７�５２．
２９）上山直美，松尾博哉．父親の育児参加を高める教

育プログラムの実践と評価．兵庫県母性衛生学会

誌．２０１１；２０：４３�４６．
３０）厚生労働省雇用均等・児童家庭局雇用均等政策

課．平成２３年度雇用均等基本調査．http：／／

www．mhlw．go．jp／toukei／list／dl／７１�２３r�０３．pdf
（２０１３年１月１７日）．

３１）森下葉子．仕事と家庭間で生じる役割間葛藤と父

親の発達との関連―共働き家庭の父親の場合―．

文京学院大学人間学部研究紀要．２０１２；１３：１５５�
１６５．

３２）高橋道子，高橋真実．親になることによる発達と

それに関わる要因．東京学芸大学紀要総合教育科

学系．２００９；６０：２０９�２１８．
３３）石田貞代，萩原結花．出産後早期における父親の

育児家事実施意欲に関する研究－母親の期待・性

役割態度・出産準備教育との関連－．母性衛生．

２００７；４７�：５８２�５８９．
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３４）櫻井順子．父親になる過程を支えるための出産準

備教育プログラム評価．神奈川県立保健福祉大学

実践教育センター看護教育研究集録．２００４；２９：

２４２�２４９．

受付：２０１２年１１月３０日

受理：２０１３年１月３１日
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